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の約10Tだ-のLD5｡伯を示し,抗抗性系統といえる.

このほかに,4倍から5L汗の故さで耐性の柑THに入

るものに山手-1系,桁rf!-2系などがある.これら

は,いずれも高知県南同市の十771地区で托Lfさされたも

のである.

なお,allethrinに対するたlQ交代であるが.pyre･

thrinsの場合と的んどrlJlじ帆L'lJb,'認められた. こと

に,山=7･･-6系は'm槻系の約8倍のLD60M(で蛇抗性

の昭PflEこ入る.

これらの alletbrinや pyrethrinsに強い系統の揺

蛸されT=地矧 ま年間を通じてハエの発生が多く,矧 こ,

冬胴にJVI1;'f発生のみられる所で,家庭用殺虫剤の班用

が卯%'!である.

以上,誠lと袈2の結架から,現在のところ pyre.

throid抵抗性は問題になっていないが将来,T.'rJ跡 こ

なろ叫能柑 ま大きい.Pyrethroid系殺虫剤に対し.

'JJ機りん系殺虫剤のような拡抗Vl三がついた場介.この

代格 Vlの開発は閑雅であろので計耐rJなれ布が必頚で

ある.
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Summary

Laboratory-reared houseflies were used to

establish3coloniesoffliesthatwereeachexposed

toanLClOOfallethrinineverygeneration.

After5generationofMuscadomeshlcaL.Were

pressuredwithallethrinaslarvae5generations,

thedegreeorresistancewasabout6timesfor

thelarvaトpressuretl川es.

EffectiYenessofTokuthionAgainstResistantⅡousefly. AkirumilI▲ŶsIll+I++andRokuro
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23. 有機りん殺虫剤トクチオンのイエバエに対する効果について 林 妙しい'.加納六肘*

(千jXSPri相生研死所医動物学研死去*,東京醗和封印大学医学部床動物学教'.1':…) 50.4.30受FJ!

Tokuthionは有機りん殺虫剤に近い拡抗性を持つイエバェに対して侍れT=松山力を示した. こと

に,malathionに故い抵抗性を持つ台北系 (273.642FLg)や sumithionに払い抵抗性を1!)つ三崎系

(81.421/Jg)に対して0･304〃gや0･589FEgと故い殺虫力を示したことは弼昧ぶかい.

ここ数印,イエバエの殺虫剤拭抗作に関する脚屯州

な調査検討がなされてきた.柿,Li谷川l)は北WjiEi全

域にわたって詳細な検討を行ない.malathionに娼rll;I,I

に強いイエバエのいることを明かにした.さらに,栄

方i'柿下のゴミ処珊場,高知県下のイエバエの異常発生

地 台所.インドネシアおよびニューギニアと調1fを

行ない,和 也で低:I桝と有機りん殺虫剤に強い航抗性の

発達していることを明かにした21B). また.安IT)は

穴京都下のゴミW.立地である"野のF:i"のイエバエが

各種の有機りん剤に非'tl'引こ強いことを糾/出している.

このような,有機りん剤に航抗他を持つイエバエの

駅除に効果的な殺虫剤を検討中であったが.ここにき

わめて舛味ぶかい知見を柑たので裡Llqする.

実敦材料および方法

供試昆虫 :実験に用いたイエバエMuscadomestica

Linn6,1758は台的'h台北Tf1-で採災されT=rnalathion

に鼎.榊こ強い抵抗性を持つ台北系,か岬u爪LIn'皿で探災
された各種の有機りん剤に抵抗性を持つTJ'皿系および

神奈川県三崎市で採災された sumithionに払い抵抗

性を持つ三崎系と木邦の娼受rl･'.系統と考えられる高槻

系の4系統である.

tlt試兆刑:火験にLLLリ1ル T=糾山剤はmalathiorl(純

皮,95.5%).sumithion (純瓜 98.7%)および

Tokuthion(純IB:.92.0%)の3種頬である.

木火映に用いた Tokuthionは防疫用殺虫剤として

は,いまだ検討されたことのない新規化合物である.

この化学名は 0-ethy1-S-n-propyl0-2,4-dichloro･

phenylphosphorodithioate と呼ばれ.急rl三縄口'Jfl
性はラットでLD5｡伯が1,750mg/kg,マウスのLDBl

値が960mg/kgと低絹性のイf機りん隼姐t剤である(刀

本特殊農薬製造株式会社卑生).
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実験-I)'法 :成虫に対する実験は上記の殺虫剤をアセ

トンで所起tllr1度に稀釈し,放jrlt旺射器でイエバエ雌成

出の胸部背板部へ0.5FLtあて摘下処FJ!し,別の寄掛 こ

移して桝を与え,25oCの恒温宝で飼育して24時間後

の致死山数を観訳した. 1阿1洗皮に20頭を用い.6

況庇で3回反軸実施した.

また,イエバエの終齢幼虫に対する実験は5%乳剤

を調製し,水で所定温度に稀釈して腰高シャーレ (虐
径9.Ocmx高さ5.0cm)に5mJあて入れ,終齢幼虫

を放って24時間後の致死虫数を観察した. 1Ptl脱皮

に30頚を用い,6濃度で3回反鮎実施した.

実敦括果および考察

殺虫剤に対して感受性の只なる4系統のイェバエの

有機 りん剤Tokuthion,sumithionおよびmalathion

に対するLD80伯とLC80情を処刑すると表1の如く

である.

Sumithionに対する感受作を高槻系と比較氾FJiする
と次の如くである.台北系の成虫では高槻系に対して

113.9伯.首里系が115.8ft;･,三崎系では866.2倍と非

了削こ払い出航性を持つことが明かである.

また,幼虫の場合も同じ帆F'l]で,台北系は緒槻系の

ll.51汚,首里系は70.7Lt:T･,三崎糸は338.7倍と強い拡

抗性Tl･ホした.
Malathionについてみると,成虫では台北系が高

槻系の361Li'1･.首里系が316.7倍.三崎系で95.6倍と

sumhhionの場合よりも抵抗牲比は大きかった. 蕊

た.幼山でも同じ帆L'J]で,台北系は高槻系の30.9倍,

甘El系では67.7Lil,r･,三崎系が15.3ti'i･と強い紙抗性を示

した.

しかし.Tokuthionの場合は台北系,首里系およ

び三崎邦に刈する効力は高槻系と殆んど同じである.

池7;'(,三･'.崎系や首里系のように有機 りん剤に払い抵抗
Fl=.J:C持つ城令は,多くの有機りん剤に対して耐性もし

くは紙tJ'tt'kをホすが,Tokuthionではそのようなb'i
rL'ljは.18められなかった.

イi機りん剤抵抗性の台北系,首里系,三崎系に対す

る Sumithion,malalhionの殺虫プJをTokuthionと

比催した場合.いずれの系統に対してもTokuthion

が鼠も僚れた殺虫力を示した.

台北系のmalathionに対するLD50伯はTokuthion

の約900LIlI･.Sumithionでは35.2倍で,その殺虫力は

かなり低下している.また,首里系におけるmalathion

や sumithionのLD60伯はTokuthionの約633倍と

29把で,その殺虫力はかなり低下するものといえる.

同様なことは三崎系についても認められた.

以上の結果から,Tokuthionは高槻系のような感

受性系統に対しては現在班用 されている sumithl'on
や malathionと比較して朗著な効果があるとはいえ

ない.しかし,有機りん剤に抵抗性を持つ系統に対し

ては効米fr.Jであり,sumithionや malathionより俊

れた殺虫)Jを持つことが明かにされた.

今後,抵抗性は大きなt.'FJ超で殺虫剤の本田を-PJ･えな

おす時川にきている.このような観点からも,抵抗比

のものに対して特只的な殺虫力を発揮するような殺虫

剤の開発が望ほ れている. ことに,Tokuthionなど

は,このような殺虫剤を開発するための刷緒を開くも

のとして舛昧ぶかい殺虫剤と考える.
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TableI. Sensibility of organic ph osphorosinsecticidesagainst 4 strains houseEl)'es.

Tokuthion Malathion Sumithion

Larvae Adullc Larvae Adulte Larvae Adultc
Testedstrains

.汰u聖

岬
･m

sa

Ta
Ta
sh

M-

1.944 0.297

3.302 0.304

3.378 0.379

5.110 0.589

Larvae-LC80(p.p.m.)

Adulte-LD80(FLg/female)
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4.761 0.758 1.199 0.094

147.492 273.642 13.776 10.710

322.502 240.043 84.889 10.886

72.895 72.441 406.173 81.421
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Summary

Comparativeeffectofthe organophosphorus

compoundstolarvaeandadultorhouseflieswas

studiedusing topicalapplication and dipping

method.TheLD8｡Va一uesandLC80ValuesoE4

coloniesofhousefliesarcshowninTablc1.

Thehighestrcsistancclevelforsumithionwas

obscryedinMisaki,Shuri.lnd2colonies.showing

theLD.ovalueof81.421and10.886仰 rCSPCCti･

vcly.Bytopicalapplication,Misakistrainwas

886.2.timesassusccptiblcTakatsukislrainto

sumithion,and338.7timestomalathion.Toku･

thiorLhasremarkableinsecticidalpoweragainst

houseflyresistanttoorganicphosphorouspre･

parations.

689ChromatograpllicDeterminationofPyretllrOidalInsecticidesirLAerosolFormulations.
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24. ガスクロマ トグラフ法によるエアゾール中のピレスロイ ド系殺虫剤の分析 射場正弘
北111( -.小維 JTt,村野 救 (Il;:Le化学)二黙抹式会托 吐物n学研光Jg'r,穴かTiLT.ミ実塚市高司4丁目2

の1) 50.5.15受FJl

ガスクロマトグラフ班による朝出エアゾール巾のピレスロイド系化介物および兆存する殺虫成分

と増強剤を系統的に定見できる方法を作成した.2% DEGSを紋別とす'-)カラム (長さ1m, 内径

3mm)を用いることにより,大部分の有効成分を分離でき.エア'J-ル小のフクルスt)ン.レスメ

トリン,アレスt)ン,ピレトリン.ピベロニルプトキサイドおよびその他の1f劾成分をTi:穴できた.

しかし,レスメトー)ンとどベロニルプトキサイドは DEGSカラムでは分離が困難なため,両8.が八･

Tj:する吻合は2,00'ⅩE-60(長さ5m,内径3mm)を用いて弼ILq分を分脈し. )に硫できた.木旺に

より国内外のTTf脱エアゾール79作を分析した.

ェアゾ-ルは.ハエ.カ,3'キプ.)などの相生出血

の家艇m殺虫剤として凹の内外で広く班用されている

殺虫菅笠剤のひとつであり,殺虫成分としては多くの場

令,天然ピレト.)ンをはじめ,フクルス.)ン(N-(3,4,

5,6-Tetrahydrophthalimido)methyldL-cl'S.transI
chrysanthemate,ネオピナミン3i').レスメトリン(5-

Benzyll3-furylmethyl dL-cJ'S,ITOnSIChrysanthe-

mate, クリスロン息). アレス[)ン (dt-3-Allyト2-

methylcyclopent-2-en-4-one-1-yl dL-cis,trans-
chrysanthemate.ピナミン･施)などのピレスロイド系

化合物が用いられ.他に,有機')ン系殺虫剤や塩詳言系

葬はl剤が班用されることもあり,また,ピベロニルプ

トキサ イ ド(3,4-Methylenedioxy-6-propylbenzyl

butyldiethyleneglycolether)などの糊紙剤が班川

されていることが多い.

ピレスロイド系化公物の'jLrlt淡として,水跳還元
法1㌧比色法2),赤外線吸収スペクトルは3･7).RtI'll､1ク
ロマトグラフ法l).ポーラ｡グラフ法り).ガスクロマ

トグラフ法 (GC法)叩･10･11)などが附 liされている.

エアゾール小のイi効成分の分相 こは,共7i:する他の成

分の捌yJ'なくRITiする必要があり,それにはGC法が
出もf如t,ており,嬰脚 伸 の有効成分の定員法について

はすでに才'.=･1'･の祝日-ill-11Jがあるが, これらはいずれ
も特走のピレスロイド系化介物にl娘られていて,柑 こ
エアゾールdJ笠剤の分抑こ朋する和Efij･18･19)は少ない.そ

こで刊.:t;･らはエアゾール撃脚Jrflに投も広く班用されて

いるフクルス.)ンの近iit法を小心に,レスメトリン,

アレス))ンをはじめ,共存する他の殺虫成分や増強剤

の系統的な定JTa法を検討し,エアゾール製剤中のほと

んどの有効成分を分析できる方法を兄い出した.また,

本法により市販エアゾールを分析したのでその結果に

ついて合わせて報告する.分析法の放出を Fig.1に
示す.

分 析 法

1. 拭燕および装t

-jLtrIUlJ兆ttrilTlIJ:フクルスl)ン,アレスT)ンおよびレ
スメトt)ンはいずれも工深川Il;i体を用い,含塁をGC

法20)で求めて桃川する.また,ピレトリンの定量には

天然ピレトリンを使用し,水奴還元法l)によりピレト

1)ンIおよびⅠの含有塁をそれぞれ求めて用いる.ど
ベロニルプトキサイドの定用には工業用原体を用い,

比色法21)で含iFiiを求めて班川する.
クロロホルム:JIS試薬特級
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